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・震災文庫 (現代資料)
 1995.1.17に発生した阪神・淡路大震災に関する資料

約５８,０００点のうち約13,000点が電子化公開されている

当事業で連携する3つのデータベース



・新聞記事文庫 (近代資料) 
 明治～昭和戦前期にかけての新聞資料切り抜き３０万件超

切り抜き画像に加え、記事本文の翻刻も行っている

当事業で連携する3つのデータベース



・貴重書・特殊コレクション (近世資料)
 当事業では、主に電子化されていない郷土資料の

 電子化公開を目標としている

当事業で連携する3つのデータベース



令和７年度の取り組み

・図書館システムの改修

・JDCatとのデータ連携

・英語タイトルの付与 

・サンテレビジョン取材映像の公開 (震災文庫)

・位置情報の付与 (震災文庫)

・新聞記事の翻刻 (新聞記事文庫)

・地域資料の電子化 (貴重書・特殊コレクション)



図書館システムの改修

図書館システムに対し２種類のプログラム改修

1.JDCatとのデータ連携に向けた改修

2. DOI付与のための改修



図書館システムの改修

1. JDCatとのデータ連携に向けた改修

既に他機関とデータ連携していたことから生じた問題
を解決するための改修

・JDCatに「送ってはいけない項目」の中に、すでに他機関DBと
連携している項目がある

 ・OAI-PMHでは、相手別に出力項目を変えられない

    ⇒JDCatが必要とする項目のみ出力



図書館システムの改修

1. JDCatとのデータ連携に向けた改修

既に他機関とデータ連携していたことから生じた問題
を解決するための改修

・すでに自由記述で入力値がある項目にJDCatの統制語を入れ
る必要がある

    ⇒統制語を入力する項目を追加し、読み替えて出力



図書館システムの改修

2. DOI付与のための改修

現状、日本ではJapan Link Center(JaLC)に登録し
てDOIを有効化することが現実的な方法

方法1) JaLCの正会員になって登録

  年会費 : 累計登録件数 100,000件～  30万円/年※

      ※登録件数に応じて正会員ごとに委員会で別途定める。

  ⇒負担が大きく、継続性に懸念があり断念



図書館システムの改修

2. DOI付与のための改修

方法2) IRDBの準会員になって登録

Institutional Repositories DataBase(IRDB)

国内の大学や研究機関が公開している学術情報のメタデータ
を収集して検索できるサービス。各大学の学術機関リポジトリ
はほぼすべて連携。 NIIが運営している。

このDBには、古文書や新聞記事の登録が可能。



図書館システムの改修

2. DOI付与のための改修

方法2) IRDBの準会員になって登録

IRDBにメタデータを登録すると、DOI付与に必要なデータが
JaLCにも連携され、DOIが有効化

JaLC連携については無料

ただし、IRDBとデータ連携する必要がある

   ⇒3DBがIRDBとのデータ連携ができるよう改修



以上の図書館システム改修の結果、

・JDCatと連携予定のデータについてDOIの付与開始
(2026.12)

・JDCatと連携開始(2026.1)

JDCatとのデータ連携



英語タイトルの付与

3DBについて、タイトルの英訳(貴重書はローマナイズ)を付与

  英訳はGoogle翻訳機能を利用

大量のデータ翻訳には便利

 おおむね正確だが、個別には難点あり

  (地名 : 本町は Honmachi か Honcho か)

  (新聞記事 : 米 は Rice か USA か)



サンテレビジョン取材映像の公開

サンテレビジョンから取材映像の提供を受け、震災文庫
ウェブサイトから公開

・肖像権検討会を実施し、館内限定公開とする映像を選別

・2026年1月時点で、１９９５年１月２３日

  (発災から１週間後)まで公開済み

(震災文庫)



位置情報の付与 (震災文庫)

震災文庫の主に画像・映像に対して位置情報を付与し、地図上での
検索を可能にしている。

１９９５年当時の地理情報などのデジタルデータが存在しないため、
手作業での位置特定が必要。



新聞記事の翻刻 (新聞記事文庫)

新聞記事文庫の記事本文について文字起こしと校正を行い、順次翻
刻文を公開



地域資料の電子化 (貴重書・特殊コレクション)

郷土資料について作業

 写真撮影を継続

 メタデータ付与、公開

 JDCatとのデータ連携準備

その他、地域資料については中間評価コメントをふまえ、

データセット（画像・翻刻・メタデータ）の提供に向けた検討を開始



ご清聴ありがとうございました
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